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先行活動からの振り返り 

ICT街づくりは先行事例の構築とあわせて、普及・展開の本格化にむけた取り組みへ 

先行自治体の取り組みが結実し、一定の成果と課
題が明らかになっている。 
 防災・安心安全 
 医療・健康支援 
 交通機関情報・プリペイド 
 買い物難民対策等 
 鳥獣被害 
 サテライト・リモートオフィス 
 共通ID 

 

更なる新たな取り組みの模索とあわせて、共通の
課題、問題意識を持った第2グループの自治体に
とっての取り組みも本格化しつつある。 
先行した「フロンティア自治体」に比較して、特
にICT分野における、技術・開発等の専門性、
推進役が手薄な場合が多い。 
特にOSS活用や発信等のネット分野等が見
劣りする。 

構築、開発の予算は手当てできても、継続的
な運用管理の仕組みが弱い。 
 

伝統的な行政分野に比較すると、ソリューショ
ンベンダー、通信事業者等のITベンダーと見
積、交渉、調整等の負担も大きい。 
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人的ネットワーク「ICT・街づくりSNS」 
 先行自治体の推進人材による意見交換、事例紹

介の場を提供。 
 その後、ネット等での継続的な情報交換の場を整

備する。 
 人的なサポートを行うための継続的な推進体制の

整備が求められる。 
 

ドキュメント整備「ICT・街づくりレシピ、文書公開」 
 先行自治体の要求仕様書、基本設計書等に関す

る「上流系」書類の整備、更新(対外活用向け) 
 

 詳細設計等の転用、ソフトコンポーネントの活用な
ど、先行自治体のノウハウについては、他自治体
による利用ときに、費用還元が可能なスキームも
検討すべき。 
 

想定される連携、体制づくりとその課題 

 先行自治体ソリューション基盤のクラウド化 
「特定分野、領域における先行自治体システム
のクラウド移行支援」 
 類似のニーズを有する後発自治体が先行自治体

のシステムに相乗りできるような共同利用型クラウ
ドへの移行。 
 

 先行自治体が後発自治体のシステムをクラウド上
で運用することに対する報酬、もしくは費用還元の
枠組み作り。 
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【参考】プラットフォーム活用イメージ （CATVの場合）② 
 テレビを介したヘルスケア情報の提供サービスと地方公共団体の施設予約サービスの

資格確認（ログイン）に、公的個人認証サービスを適用するユースケース 

（出典： ICT街づくり推進会議 共通ID利活用ワーキンググループ 関連資料より） 




































